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研究成果の概要（和文）： 

２つの計画研究班合同での調整班会議を定期的に年２回開催し、互いの問題点を認識し、問
題解決への道筋を作り、計画年度内に目標を達成することができた。また原子力学会、トリチ
ウム国際会議等で、広く国内外の原子力関係研究者にその成果を積極的報告し、活発なコメン
トを得た。これを通じて、核融合炉におけるトリチウムの安全閉じ込め、漏洩制御のための技
術開発を達成するためのデータベースを構築することに成功した。加えて、環境との境界を持
つ安全に関わるテーマを扱う本調整班の活動総括として、トリチウムの取り扱い方法をまとめ
たトリチウムマニュアルの作成を、Ｈ２４年度行うこととなった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Two workshops were held in a year as a joint workshop of our two R&D groups.   A 
series of discussions on the R&D results and future plans was made in the workshops.  
Through these workshops, our annual R&D goal was attained in each year.  In addition, 
we have presented our R&D results at many domestic and international conferences.  Quite 
valuable comments have been obtained through the discussions at the conferences to carry 
out our R&D subjects.  We accordingly could make a set of database for the safety of fusion 
reactors: confinement of tritium; permeation barrier; and safe handling.  Our R&D 
subjects are quite unique from viewpoint of the safety having the interface to the 
environment.  As a typical deliverable of our R&D results, we have agreed to make a tritium 
handbook in the next fiscal year. 
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１．研究開始当初の背景 
核融合炉の燃料循環系については、水素形

の 
トリチウム（T） の取り扱いという観点に

限れば、これまでの研究成果及びT取り扱い実
績により、ITERクラスの設計・製作が行われ
るレベルに達した。しかし、さらに大量のT
が存在する真空容器内でのT挙動については、
未だ不明な点が多い。高濃度T水及び様々な化
学系を持った有機Tが生成するが、その量及び
化学種を予測することは現状困難である。
ITER はもとより核融合炉において真空容器
内に大量に残留あるいは蓄積するTは、容器内
の冷却配管系、容器から取り出される各種構
造物あるいは廃棄物を介して、環境に漏洩・
排出されるため、Tの移行・漏洩防止と制御・
除染技術を開発することが急務である。 
 
２．研究の目的 

核融合炉に対するT安全取り扱い及び社会
的受容性の確立を目ざした研究を推進するた
めに組織された計画研究班の活動を、密接・
有機的な連携をとりながら遂行し、各研究計
画班の活動を有機的に進める。具体的には、
核融合炉真空容器で生成されるT水及び有機T
を閉じこめ、真空容器から冷却水及び廃棄物
を介して環境に排出されるTの移行・漏洩防止
と制御技術を開発、上記２点に焦点を絞り研
究開発を行う。 
 
３．研究の方法 

上記研究課題に沿って、以下２つの計画研
究班を構成し研究遂行するとともに、定期的
に調整班会議を開催する。そこで互いの問題
点を認識し、問題解決への道筋を作り、計画
年度内に目標を達成する。組織される計画研
究班は、C01班「トリチウム閉じ込めに関わる
高濃度トリチウム水及び有機物の化学的現象
の解明」、C02班「トリチウムの透過漏洩と汚
染・除染」である。 
 
４．研究成果 

平成 19 年度においては、初年度にあたる
ことから、当該年度の研究実施計画及び５年
間の研究計画の概要、当該年度の研究進捗状
況、各班での研究役割分担等を協議するため
に、２回にわたり、C01 班及び C02 班の研究
者が一同に介する研究会を開催した。研究会
では、テーマ毎の研究計画に対し具体的なコ
メントが出され、今後の研究展開に重要な議
論を行うことができた。特に重要なものは、
1)基礎データの構築が学問的面からも重要
であることが強調されたこと、2)C01 班及び
C02 班では、安全に関わるテーマを扱う他に
はない特徴を持ち、注意深い用語の使用と定
義、それを元にトリチウム安全取り扱い指針
にも役立つデータベース整備を目標とすべ

きとされたことである。更に、日本原子力学
会年会公開シンポジウム「核融合炉実現を目
指したトリチウム研究の新展開」おいて、C01
班及び C02 班の研究実施計画と成果、５年間
の研究計画の概要を発表し、原子力分野の研
究者に、広くその計画及び成果を報告・周知
した。 
平成 20 年度においては、公募研究で採用

された研究者も含め、当該年度の研究進捗状
況、研究役割分担等を協議するために、2 回
にわたり研究会を開催した。更に、当該年度
の原子力学会秋の大会の企画セッション、
H21 年 3 月の公開シンポジウム「核融合炉実
現を目指したトリチウム研究の新展開」おい
て、C01 班及び C02 班、採用された公募研究
の当該年度の研究進捗状況を発表した。 
平成 21 年度においては、特に、特定領域

研究が開始されて３年目にあたることから、
これまでの成果の総括と今後の展望につい
て、昨年度に増して議論を深めた。その結果、
文科省による中間評価の結果、C01 班で追加
資金を得る等、大きな成果を挙げることがで
きた。更に、当該年度の原子力学会秋の大会、
年会、プラズマ核融合学会専門部会において、
研究進捗状況を発表した。 
平成 22 年度においては、公募研究で採用

された研究者も含め、当該年度の研究進捗状
況、各班での研究役割分担等を協議するため
に、H22 年 5 月 7 日（東京）に研究会を開催
した。研究会では、報告された研究計画に対
し具体的なコメントが出され、今後の研究展
開に重要な議論を展開した。C01 班及び C02
班は、環境との境界を持つ安全に関わるテー
マを扱う研究計画班であり、その重要性が明
らかであること、研究対象が多岐にわたるこ
とから、班としての方向性を強く意識する必
要があることを、本調整班の活動を通じて、
共通認識とすることができた。特に今年度は
特定領域研究が開始されて４年目にあたる
ことから、最終年度における成果の纏めを強
く意識し、C01 班及び C02 班の研究の方向性
を議論した。更に、原子力学会秋の大会、ト
リチウム国際会議等において、C01班及び C02
班、採用された公募研究の今年度の研究進捗
状況を発表し、広く国内外の原子力関係研究
者にその成果を報告し、活発なコメントを得
た。 
平成 23 年度においては、公募研究で採用

された研究者も含め、当該年度の研究計画及
び各班での研究役割分担等を協議するため
に、H23 年 4月 28 日（東京）に研究会を開催
し、本年度の活動計画を策定した。一方、当
該年度は特定領域研究の最終年度であるた
め、H24 年 3 月 6 日（東京）に第二回目の研
究会を開催し、5 年間の科研費特定領域研究
の報告書の取り纏め方法を議論、合意した。
加えて、環境との境界を持つ安全に関わるテ



ーマを扱う研究計画班である C班として、ト
リチウムの取り扱い方法（機器選択において
の基準、運転管理手法等）をまとめたトリチ
ウムマニュアルの作成活動を、H24 年度に行
うことで合意した。また、原子力学会秋の大
会、ISFNT-10(核融合工学に関する国際シン
ポジウム)において、C01 班及び C02 班、採用
された公募研究の今年度の研究進捗状況を
発表し、広く国内外の原子力関係研究者にそ
の成果を報告し、活発なコメントを得た。 
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